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a 

補
正
予
算
・
規
約
・
契
約
・
そ
の
他
合
計
十
議
案
と
報
告
一
件
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
議
員
か
ら
は
講
願
二
件
と
意
見
書
一

件
が
提
案
さ
れ
採
択
・
可
決
さ
れ
た
。

• 

般
会
計
補
正
予
算
(
第
一
一
号
)
に

今日の社会情勢は、余暇

時間の拡大や生活観の変化により

物質的な豊かさでなく、家族との

ふれあい、個人の趣味の満喫、時

間の持つ価値を認め、豊かなライ

フスタイルを求める人々が増えて

し亙る。

さらに、女性や高齢者ドライバー、

長距離ドライプが増加するなか交

通の円満な流れと、安心して休憩がとれる施設の設置

が求められている。

こうした背景の中で、「基本構想」において定めた公

菌に機能 ・性格 ・理念 ・テーマ及びイメージに

基づき、敷地の立地条件等を分析評価し、施設

の内容 ・規模を設定し、景観 ・環境保全等の

土地利用を定め、「道の駅」の三つの機能

「休憩施設j r情報交流機能j r地域の連帯

機能」が有効に発せられるか調査を行な

う。

四
ず〉

の
基
本
調
査
委
託
料

平成12年に策定された「岡

垣町中心市街地活性化基本計

画」で市街地整備改善計画の

「一点突破」による早期核づ

くりとして位置付けている情報交流

拠点施設としての駅前情報センター

の建設に関しての、基本調査を行な

う。



波津漁港は、周辺水域におげる水産資源の環境の悪化やこれまで

過剰な漁獲等から漁業生産量の減少を招いている。

加えて、漁業従事者の減少や高齢化が深刻化しており、将来にわ

たり安定的な漁業活動を維持していく上で厳しい状況となっている。

地域の活力低下が懸念されているところであり、この地区におけ

る漁業を核とした振興策への取組みが課題となっている。

漁業地域の振興にあたっては、漁業そのものを魅力ある産業に転

換させるとともに、将来の漁業の担い手を確保していくことが不可

欠である。また、漁業生産基盤の整備や漁業労働の負担軽減、居住

環境の整備等、総合的に労働環境や生活環境を改善していくことが

必要である。また、余暇の需要の増大 ・多様化が進む中で、海洋性レクリエーション

ニーズへの対応、を検討し、都市と漁村との交流を推進していく必要がある。

これらを念頭において波津漁港を含む漁業地域の援興策について基本調査を行なう。

最近行った住民意

識調査によると、岡

垣町の住みよ岨電窟圏 コ護者α毛
として多くの方から

豊かJ r公害が少ない」が;

また今後重要な施策としても、「自然環境を守る」

や「ゴミのリサイクル、下水道の整備」などが強く

要望されている。このことからも「環境問題」に関

する住民の意識が高まっていることが伺える。

現在策定中の第4次総合計画においても、「自然環境との共生J を重要な課

題として捉らえている。今後は環境共生を目指し

た施策を推進することが大切であるが、特に指標を設定した

取り組みが必要であると考える。

そこで、環境共生施策を総合的、かつ効果的に進めるため「陣垣

町環境ピジョンJ を阜期に設定する必要があり、本年度その基本調

査を行なう。

9
月
定
例
会
議
案
の

議
決
状
況

O
遠
賀

・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
規
約
の
協
議
に
つ
い
て

(
可
決
)

O
旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の

用
途
廃
止
に
つ
い
て
(
可
決
)

O

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

ニ

号

)

(

可

決

)

O
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)

(
可
決
)

O
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
(
第
一
号
)(

可
決
)

O
農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

一

号

)

(

可

決

)

O
水
道
警
業
会
計
補
正
予
算

(

第

一

三

(

可

決

)

O
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
築

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て(

可
決
)

O
吉
木
第
二
汚
水
幹
線
(
そ

の
8
)
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約

に

つ

い

て

(

可

決

)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

(
認
定
)

O
平
成
日
年
度
財
団
法
人
岡

垣
サ
ン
リ
1
ア
イ
管
理
公
社
決

算
報
告
に
つ
い
て
(
報
告
)

O
介
護
保
険

・
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
請
願
書
(
採
択
)

O
在
日
筑
豊
コ
リ
ア
強
制
連

行
犠
牲
者
納
骨
式
追
悼
碑
建
立

基
金
拠
出
請
願
書

(
採
択
)

O
高
齢
者
が
安
心
で
き
る
介

護
保
険
と
医
療
保
険
制
度
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
(
可
決
)



環
境
ビ
ジ
ョ
ン
・
駅
前
情
報
セ
ン

タ
ー
-
漁
業
振
興
・
道
の
駅
の
基
本

調
査
委
託
料
に
つ
い
て

固

駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
を
、

何
処
に
設
置
し
、
ど
の
よ
う
な

構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

園

駅
前
に
設
置
し
、
岡
垣

町
民
や
町
外
者
の
為
の
情
報
発

信
セ
ン
タ
ー
と
し
た
い
。

国

東
部
公
民
館
で
住
民
票

な
ど
の
発
行
が
で
き
る
が
、
情

報
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
事
務
の
取

り
扱
い
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

国

情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

固

と
漁
業
振
興
に
つ
い

て
た
ず
ね
る
。
年
々
漁
獲
量
も

減
り
、
後
継
者
不
足
も
深
刻
な議員

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
獲
る
漁
業
か
ら
、
育
て
る

漁
業
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
。

国

後
継
者
不
足
は
現
実
問

題
で
す
。
ま
た
漁
業
だ
け
で
の

生
計
は
成
り
立
た
な
い
。
安
定

し
た
生
活
と
魅
力
あ
る
漁
業
に

す
る
為
に
は
今
ま
で
の
漁
業
を

根
本
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
こ

の
問
題
は
解
決
し
な
い
。

固

ま
ず
、
一
番
太
事
な
事

は
漁
業
者
の
声
を
聞
き
、
反
映

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

国

水
産
専
門
の
職
員
を
採

用
し
て
い
る
の
で
、
漁
業
者
と

の
対
話
を
重
ね
、
先
進
地
視
察

な
ど
を
行
い
な
が
ら
調
査
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

固

「
道
の
駅
」
に
つ
い
て

た
ず
ね
る
。

三
里
松
原
だ
け
で
な
く
、
中

西
部
の
活
性
化
を
含
め
た
基
本

勢屋

調
査
を
し
て
ほ
し
い
。

固

農
産
物
だ
け
で
な
く
、

海
産
物
等
も
販
売
で
き
る
「
道

の
駅
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
芦
屋
町
、
遠
賀
町
で

も
「
道
の
駅
」
を
造
る
計
画
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
補
助
金

を
考
え
た
と
き
に
、
岡
垣
町
も

早
急
に
対
応
し
な
い
と
出
遅
れ

て
し
ま
う
。

設
置
場
所
を
含
め
た
、
基
本

調
査
を
早
急
に
実
施
し
た
い
。

国

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
、
駅
前

情
報
セ
ン
タ
ー
、
漁
業
振
興
、

「
道
の
駅
」
の
重
要
な
施
策
の

調
査
を
外
部
機
関
に
委
託
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
重
要

事
項
は
実
現
ま
で
に
は
長
期
化

が
予
想
さ
れ
る
が
、
日
年
度
が

ス
タ
ー
ト
と
な
る
「
第
四
次
総

合
計
画
」
や
予
想
さ
れ
る
遠
賀

四
町
合
併
な
ど
の
大
き
な
行
政

環
境
の
変
化
に
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
る
か
が
肝
要
と
思
う

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

国

調
査
結
果
を
検
討
し
、

議員

推
進
す
べ
き
と
決
定
し
た
ら

「
第
四
次
総
合
計
画
」
や
、
合

併
し
た
場
合
、
町
づ
く
り
将
来

構
想
に
十
分
組
み
入
れ
て
い
く

よ
う
最
大
の
努
力
を
傾
注
し
た

国

水
道
が
敷
設
さ
れ
て
い

な
い
家
庭
が
町
内
約
四
百
五
十

戸
あ
る
。

安
全
で
安
定
的
な
水
の
確
保

は
、
水
道
や
消
火
栓
と
し
て
の

役
割
も
大
き
い
が
こ
の
よ
う
な

家
庭
に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

指
導
し
、
推
進
し
て
い
く
の
か
。

固

未
給
水
地
区
は
高
台
地

区
や
人
家
の
点
在
地
域
で
あ
る

た
め
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区

の
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
水
道
行
政
の
向
上
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

固

筑
紫
野
市
で
水
道
料
金

の
過
徴
収
ミ
ス
が
発
生
し
、
市

民
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
た
事

て関類Eヨ かクの 件
い係似 ーー 。 機ょが
き者事事 能うあ
た等イモ件 はなつ
いとかの 十ミた
。協生丙 分スが
議し宥 な防
しな早 さ 止 当
、い晶 れの町

対よ望 てチで
応う子 いエは
しにて る ツこ

圏:A，ロ大堂
f、

a 



議員

全
議
員
と
町
長
以
下
、
課
長
全
員
出
席
の
も
と

9
月
6

木原

日
と

M
日
の

2
日
間
、
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
題
の
中
で
、

8
月
初
日
か
ら
9
月
2
日
に
か
け
て
政

治
団
体
が
町
内
で
行
っ
た
街
宣
行
動
に
対
し
て
の
質
疑
が

行
わ
れ
た
。

各
議
員
、
執
行
部
の
質
疑
応
答
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
っ
た
。

固

街
頭
宣
伝
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

一
つ
は
、
岡
垣
町
の
公
共
工
事
は
、

一
部
の
業
者
と
癒

着
関
係
が
あ
り
、

は
じ
め
か
ら
業
者
を
決
め
て
い
る
の
で

は
な
い
の
か
。

ま
た
下
請
業
者
も
先
に
決
め
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か

と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
め
は
、
町
長
が
出
張
旅
費
を
不
正
使
用
し
て
い
る

と
の
宣
伝
で
あ
る
。

国

一
の
公
共
工
事
の
執
行
に
つ
い
て
は
法
律
・
規
則

ど
お
り
適
正
に
執
行
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

し3
0 

ま
た
指
名
委
員
会
な
ど
制
度
的
に
も
あ
り
え
な
い
。

二
の
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
担
当
課
や
財
政
主
管
課

の
決
裁
を
終
え
、
収
入
役
室
か
ら
支
払
わ
れ
た
後
、
監
査

委
員
か
ら
監
査
を
う
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
不

正
な
支
出
は
で
き
な
い
。

田

町
長
に
対
し
て
の
個
人
的
な
攻
撃
の
内
容
で
あ
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。

国

「
町
長
が
辞
め
る
ま
で
や
る
。
」
な
ど
と
意
図
的
に

誹
詩
中
傷
が
く
り
か
え
さ
れ
、
挫
折
を
ね
ら
っ
て
行
わ
れ

た
。
弁
護
士
と
協
議
し
、
抗
議
文
を
送
付
し
た
。

回

自
然
災
害
な
ど
か
ら
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
問

題
と
、
町
の
名
誉
、
行
政
の
信
頼
を
損
な
う
問
題
が
あ
る
。

緊
急
な
と
き
は
、
即
刻
議
会
を
招
集
し
、
現
状
認
識
の
周

知
徹
底
を
図
る
べ
き
だ
。

園

町
民
の
皆
様
ゃ
、
議
会
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
。
警
察
や
法
務
当
局
と
の
連
携
を
含
め
、
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
町
民
の

皆
様
の
信
頼
を
得
て
身
を
引
き
締
め
、
町
政
の
執
行
に
努

め
て
い
き
た
い
。

E‘ 



a 

之
ぬ
な
と
占
副
き
ま
レ
蔭

議員竹内

固

遠
賀
郡
四
町
が
、
合
併

を
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
法
定

協
議
会
の
中
で
、
新
市
建
設
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
建
設
計
画
に
は
、
新
市
建

設
の
基
本
目
標
、
庁
舎
の
位
置
、

規
模
等
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

り
、
各
町
の
総
合
計
画
に
お
け

る
基
本
構
想
と
の
整
合
性
を
は

か
る
必
要
が
あ
る
。
施
策
の
中

で
、
特
に
他
町
に
く
ら
べ
公
園

面
積
が
少
な
い
。
災
害
時
の
避

難
場
所
、
平
常
時
は
市
民
の
憩

い
の
場
所
と
し
て
、
一
丁
溜
池
・

門
田
溜
池
周
辺
を
近
隣
公
園
と

し
て
整
備
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

国

庁
舎
に
つ
い
て
は
四
町

い
ず
れ
か
の
現
有
庁
舎
を
当
面

活
用
し
て
、
新
市
の
本
庁
舎
建

設
時
期

・
規
模
な
ど
に
つ
い
て

は
、
新
市
に
な
っ
て
か
ら
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。第

四
次
総
合
計
画
の
中
で
、

森
林
公
園
的
な
も
の
を
視
野
に

入
れ
て
考
え
た
い
。
公
園
面
積

は
現
在
町
民
一
人
あ
た
り
二

・

六
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
県
平

均
八

・
O
三
平
方
メ
ー
ト
ル
よ

り
少
な
い
の
で
、
平
成
口
年
ま

で
に
四
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
に

も
っ
て
い
き
た
い
。
岡
垣
町
の

立
場
で
合
併
の
時
期
、
庁
舎
の

位
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
合

併
の
時
期
は
平
成
日
年
4
月
の

統
一
地
方
選
挙
前
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

固

合
併
に
向
け
て
人
事
交

流
は
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

国

合
併
に
向
け
て
の
人
事

交
流
は
必
要
と
判
断
し
て
い
る

の
で
各
町
と
相
談
の
う
え
検
討

し
た
い
。

固

任
協
を
含
め
て
情
報
公

聞
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

国

合
併
に
と
も
な
う
遠
賀

郡
将
来
構
想
の
骨
子
案
は
承
認

さ
れ
て
い
る
。

い
ま
、
法
定
二
十
二
項
目
を

審
議
中
で
あ
り
、
整
理
が
出
来

し
だ
い
各
町
の
広
報
誌
で

P
R

を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
合
わ

せ
て
「
任
意
協
議
会
だ
よ
り
」

を
継
続
的
に
発
行
し
た
い
。



漁
業
振
興
法
な
ど
漁
業
者
を
守

る
た
め
の
、
十
三
の
関
連
法
律

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
を
行

政
と
漁
業
者
が
共
同
し
て
活
用

す
べ
き
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
行
政
は
思
い
き
っ
た 強員

施
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
。

固

福
岡
県
漁
業
振
興
基
本

構
想
が
平
成
7
年
3
月
に
策
定

さ
れ
て
い
る
。
最
終
年
度
は
平

成
口
年
度
で
あ
る
。
同
構
想
に

波
津
が
位
置
す
る
筑
前
海
区
の

振
興
方
向
と
し
て
①
栽
培
、
資

源
管
理
漁
業
推
進
②
沖
合
養
殖

技
術
の
開
発
③
漁
協
等
の
経
営

基
盤
強
化
④
漁
村
の
景
観
、
特

性
の
社
会
基
盤
整
備
な
ど
が
示

さ
れ
て
い
る
。

平
成
9
年
度
波
津
地
先
で
ア

細川

サ
ザ
エ
な
ど
の
増
殖
を

実
施
し
た
。
平
成
日
年
度
に
海

域
、
漁
業
の
事
前
調
査
、
計
画

を
実
施
す
る
。
平
成
日
年
度
に

事
業
採
択
を
目
指
し
て
漁
業
の

基
本
的
推
進
を
行
っ
て
い
く
。

漁
業
振
興
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

固

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
お

こ
し
の
観
点
か
ら
漁
協
、
漁
業

者
、
町
内
消
費
者
、
異
業
種
の

人
々
と
行
政
が
共
同
し
た
推
進

体
制
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
に

漁
業
振
興
担
当
の
係
長
級
の
職

員
を
配
置
す
べ
き
だ
。

固

現
状
か
ら
み
て
漁
業
者

の
生
活
安
定
は
重
要
で
あ
る
。

先
進
地
視
察
、
研
修
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
日
常

的
に
も
漁
業
者
と
連
携
し
て
い

く
た
め
に
は
専
門
職
員
の
配
置

も
必
要
で
あ
る
。

ワ
ピ
、
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田

町
が
学
童
保
育
を
公
設

公
営
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

大
変
評
価
す
る
。
施
策
の
改
善

課
題
と
そ
の
方
向
に
つ
い
て
答

弁
を
求
め
る
。

固

現
在
近
傍
の
学
童
保
育

所
の
資
料
を
収
集
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。
指
導
員
の
身
分

保
障

・
待
遇
の
改
善
や
備
品
の

整
備
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

近
い
う
ち
に
学
童
保
育
所
の
運

営
委
員
会
、
指
導
員
、
教
育
委

員
会
の
三
者
で
懇
談
会
を
聞
き
、

一一l
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
上
で

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

海
老
津
学
童
保
育
所
の
改
築
を

固

海
老
津
学
童
保
育
所
は

建
設
さ
れ
て
ロ
年
が
経
過
し
て

い
る
。
プ
レ
ハ
ブ
造
り
の
た
め

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

学
童
保
育
所
の
社
会
的
位
置

づ
け
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
夢
あ
る
施

設
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

学童保育施設の充実を

、、、

い
る
。
吉
木
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、

山
田
は
改
築
さ
れ
る
。

海
老
津
は
子
供
の
数
も
多
く

狭
い
、
早
急
な
改
築
が
必
要
で

あ
る
。

国

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第

四
次
総
合
計
画
の
前
期
計
画
に

計
上
し
、
で
き
る
だ
け
は
や
い

時
期
に
改
築
し
た
い
。
関
係
者

と
協
議
を
重
ね
、
よ
り
良
い
も

の
を
建
設
し
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
l
の
町
づ
く
り
を

固

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
に

議員

や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

J
R
海
老
津
駅
前
広
場
の
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
近
く
の
ひ
ど
い
段
差

の
解
消
や
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
設
置
を
求
め
る
。

国

段
差
に
つ
い
て
は
激
し

い
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
か
ら

整
備
し
た
い
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
が
施
行
さ
れ
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
予
算
措
置

を
し
た
い
。

国

こ
の
医
療
費
助
成
制
度

は
、
対
象
住
民
の
医
療
費
自
己

負
担
分
を
県
が
三
分
の
二
、

町

が
三
分
の
一
を
助
成
し
て
、
保

健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図

り
、
命
と
健
康
を
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

社
会
的
に
弱
者
の
立
場
に
置

か
れ
て
い
る
対
象
住
民
に
と
っ

て
は
、
必
要
不
可
欠
の
制
度
で

も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
福
岡
県
は
、
こ
の

制
度
を
見
直
す
と
言
っ
て
い
る
。

ど
こ
を
ど
う
見
直
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

固

県
は
財
政
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
「
緊
急
財
政
改

革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
て
取

組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
、
平
成
日
年
度
以

る
と
、
県
内
町
村
で
年
間
七
億

円
以
上
の
負
担
増
に
な
る
。

田

町
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

固

町
と
し
て
、
住
民
の
保

健
・医
療
・

福
祉
サ
ー

ビ
ス
向
上

の
た
め
に

全
力
を
傾

注
し
て
い

る
が
、
県

の
積
極
的

な
支
援
が

な
い
と
、

所
期
の
目

「

議員

的
を
達
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
に
な
る
。

固

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
。

国

福
岡
県
町
村
会
と
し
て

「
補
助
率
を
現
行
ど
お
り
維
持

す
る
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
」

旨
の
要
望
書
を
提
出
す
る
予
定

で
あ
る
。

田

県
に
強
く
要
求
し
て
も

ら
い
た
い
。

町
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ

と
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
あ

わ
せ
て
、
町
議
会
と
し
て
、
ま

た
県
町
村
議
長
会
と
し
て
も
福

岡
県
に
こ
の
制
度
の
見
直
し
を

し
な
い
よ
う
に
強
く
要
求
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
長
の
取
り
計
ら
い
を
要
望

す
る
。

弘平山



数
の
女
性
委
員
の
登
用
が
望
ま

れ
て
い
る
。

国

各
委
員
会
規
約
で
町
長

が
任
命
で
き
る
も
の
と
、
出
来

な
い
も
の
が
あ
る
。
改
正
で
き

る
も
の
は
変
え
て
い
き
た
い
。

国

男
女
共
生
社
会
の
推
進

は
、
岡
垣
町
の
基
本
計
画
の
中

で
住
民
の
啓
発
を
推
進
す
る
こ

と
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
が
。

固

男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
を
第
四
次
基
本
計
画
の
中

に
位
置
づ
け
る
。
女
性
の
人
も

意
識
改
革
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
ま
た
自
ら
参
画
す
る
と
言

う
意
欲
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

平
成
日
年
度
予
算
で
改
修
を
行

売っ。固

「
男
女

共
同
参
画
社
会
」

実
現
の
推
進
に

つ
い
て
平
成
日

年
6
月
に
男
女

共
同
参
画
社
会

基
本
法
が
施
行

さ
れ
た
。

し
か
し
本
町

の
附
属
機
関
の

委
員
会
に
は
女

性
委
員
の
登
用

数
が
少
数
で
あ

る
。
も
っ
と
多

議員恵子矢島
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平成12年第 3固岡垣町議会定例会審議結果表
会期!月 日 曜 関自臨時刻 情 裏 備 考

開 会
会園島録署名館員の指名
会期の決定

午前9時 30分 II出者の提黛理由税明
第 1日 9 6 水 . . に 対 す る 貧 困 量 初 日

委員会付託
採 決

本会自由終了後 全員協語会

第 2日 9 7 木 午前9時 30分 文教厚生常任書員会

第 3日 9 8 金 午前9時 30分 経済建般常任委員会 一般質問〆

第 4日 9 9 土 到匝機嫌嫌磁調匠国民 休 会

第 5日 9 10 日 自匝到医療液難機嫌 休 会

第 6日 9 11 月 午前9時 30分総務常任司書員会合併任午章後臨樟会

第 7日 9 12 火 午前9時 30分 遠賀軍事の合併特Jll.員会 .難事島民会

午前由時30分 市街地活性化特別委員会
第 8日 9 13 水

午後 1時 30分 .光開発特Jll'昏員会

午前9時 30分 全員‘館会
第 9日 9 14 木

全祖島終了後 ‘会広報司書員会

第 10日 9 15 金 自民議機嫌IU匝嫌 休 会 敬老の日

第 11日 9 16 土 嫌議員匝滋賀匝獲量匝 休 会

第 12日 9 17 日 調匝機嫌到臨海副医減 休 会

午前9時 30分 連合審査会
第 13日 9 18 月

午後2時 30分 金員協議会

第 14日 9 19 火 午前由時30分 一般 質 問

午前由時30分 一般 質 測
第 15日 9 20 水

一役質問終了後 文教厚生常任委員会

第 16日 9 21 木 員証※殺到匝磁調時※ 予 備 日

番員会報告
委員長に対する質疑 .終日

第 11日 9 22 金 午前9時 30分
射事量 • 合併任'f置量脇a量全決
問 会

f、

日
月
9
日
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

六
十
チ
1
ム
、
四
四
七
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
小
雨
降
る
な
か

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
グ
ル
ー
プ
の
開
始
早
々
雨
が
強
く
な
り
、
最
悪
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
プ
を
も
っ
手
に
も

一
段
と
力
が
入
る
が
、
ボ
ー
ル
は
思
う
よ
う
に
飛
び
ま
せ
ん
。

結
局
、
こ
の
日
は
午
後
の
ゲ

1
ム
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
で
雨
が
降
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
や
は
り
体
育
の
日
が
叩
月
叩
日
か
ら
叩
月
の
第
二
月
曜

日
に
変
わ
っ
た
の
が
い
け
な
い
の
か
な
と
参
加
者
の
一
人
は
言
っ

て
い
ま
し
た
。

※都合により日程を変更する場合があります
※議会開催前に審議予定衰を東部・中央・西部公民館にτ配布しています

※常任委員会・特別委員会などを傍聴される方は、事前に事務局へご連絡下さい。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
・
駅
前
情
報

セ
ン
タ
ー
・
漁
業
振
興
・
「
道

の
駅
」
の
基
本
調
査
委
託
料
が

補
正
予
算
で
議
会
に
上
程
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
日
年
度
よ
り
始
ま
る
第

四
次
総
合
計
画
の
中
で
も
重
要

な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
計
画
と
は
、
長
期
的
視

点
に
た
っ
て
岡
垣
町
が
目
指
す

将
来
像
や
基
本
目
標
の
実
現
に

向
け
て
の
考
え
か
た
や
方
策
を

示
す
も
の
で
す
。

第
四
次
総
合
計
画
は
、
今
年

末
に
も
策
定
を
終
え
、
委
託
し

た
基
本
調
査
の
結
果
も
日
年
3

月
ま
で
に
は
出
る
と
思
わ
れ
ま

す。
全
国
の
市
町
村
で
総
合
計
画

が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地

方
分
権
の
時
代
、
地
域
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。行

政
職
員
や
限
ら
れ
た
人
達

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
限
界
に

達
し
て
い
ま
す
。

全
て
の
町
民
が
自
分
た
ち
に

出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
実

行
し
て
い
た
だ
く
、
こ
の
事
が

愛
着
あ
る
故
郷
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

〈
木
原

種
会
広
報
委
員
会

委

員

長

木

原

委

員

竹

井

委

員

勢

屋

委

員

下

川

路

委

員

曽

宮

信
次
〉

康和信良
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